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「
働
き
方
改
革
関
連
法
」に
よ

る
労
働
基
準
法
の
改
正
で
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
が
法
定
化

さ
れ
２
０
１
９
年
４
月
１
日

（
中
小
企
業
は
２
０
２
０
年
４

月
１
日
）か
ら
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

建
設
業
に
お
い
て
は
そ
の
適

用
が
５
年
間
猶
予
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、２
０
２
４
年
４
月
１

日
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

労
働
時
間
は
労
働
基
準
法
に

よ
り
上
限
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、労
使
の
合
意
に
基
づ
く
所

定
の
手
続
き
を
と
ら
な
け
れ

ば
、こ
れ
を
延
長
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

・
法
律
で
定
め
ら
れ
た
労
働
時

間
の
限
度
・・・
１
日
８
時
間
及

び
１
週
40
時
間
。

・
法
律
で
定
め
ら
れ
た
休
日
・・・

毎
週
少
な
く
と
も
１
回
。

　

こ
れ
を
超
え
る
に
は「
36
協

定
の
締
結
・
届
出
」が
必
要
で

す
。36
協
定
で
は
、「
時
間
外
労

働
を
行
う
業
務
の
種
類
」や「
時

間
外
労
働
の
上
限
」な
ど
を
決

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

時
間
外
労
働
の
上
限
は
原
則

と
し
て
月
45
時
間・年
360
時
間

と
な
り
、臨
時
的
な
特
別
の
事

情
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
超
え
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

臨
時
的
な
特
別
の
事
情
が

あ
っ
て
労
使
が
合
意
す
る
場
合

（
特
別
条
項
）で
も
、左
記
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
時
間
外
労
働
が
年
720
時
間
以

内
。

・
時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の

合
計
が
月
100
時
間
未
満
。

・
時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の

合
計
に
つ
い
て
、２
〜
６
か
月

平
均
80
時
間
以
内
。

・時
間
外
労
働
が
月
45
時
間
を

超
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

年
６
回
が
限
度
。

　

た
だ
し
建
設
の
事
業
の
う

ち
、災
害
時
に
お
け
る
復
旧
及

び
復
興
の
事
業
に
限
り
、左
記

の
規
定
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の

合
計
が
月
100
時
間
未
満
。

・
時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の

合
計
に
つ
い
て
、２
〜
６
か
月

平
均
80
時
間
以
内
。

　

こ
の
上
限
規
制
へ
の
対
応
と

し
て
は
、こ
れ
ま
で
と
は
異
な

る
方
法
で
の
労
働
時
間
の
管
理

が
必
要
と
な
り
ま
す
。上
限
規

制
に
適
合
し
た
36
協
定
を
締

結
・
届
出
を
行
っ
た
場
合
、36

協
定
に
定
め
た
内
容
を
遵
守

す
る
よ
う
、日
々
の
労
働
時
間

を
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
左
記
の
よ
う
な

点
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

・「
１
日
」「
１
か
月
」「
１
年
」の

そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
外
労
働
が
、

36
協
定
で
定
め
た
時
間
を
超
え

な
い
こ
と
。

・
休
日
労
働
の
回
数
・
時
間
が
、

36
協
定
で
定
め
た
回
数
・
時
間

を
超
え
な
い
こ
と
。

・
特
別
条
項
の
回
数（
＝
時
間
外

労
働
が
限
度
時
間
を
超
え
る
回

数
）が
、36
協
定
で
定
め
た
回
数

を
超
え
な
い
こ
と
。

・月
の
時
間
外
労
働
と
休
日
労

働
の
合
計
が
、毎
月
100
時
間
以

上
に
な
ら
な
い
こ
と
。

・
月
の
時
間
外
労
働
と
休
日
労

働
の
合
計
に
つ
い
て
、ど
の
２

〜
６
か
月
の
平
均
を
と
っ
て

も
、１
月
当
た
り
80
時
間
を
超

え
な
い
こ
と
。

　

で
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
法

律
に
違
反
す
る
か
で
す
が
、時

間
外
労
働
を
行
わ
せ
る
に
は
、

36
協
定
の
締
結
・
届
出
が
必
要

で
す
。

従
っ
て
36
協
定
を
締
結
せ
ず

に
、あ
る
い
は
締
結
し
て
も
届

出
せ
ず
に
時
間
外
労
働
を
さ

せ
た
場
合
や
、36
協
定
で
定
め

た
時
間
を
超
え
て
時
間
外
労

働
を
さ
せ
た
場
合
に
は
、労
働

基
準
法
第
33
条（
災
害
等
に
よ

る
臨
時
の
必
要
が
あ
る
場
合

の
時
間
外
労
働
等
）に
該
当
す

る
場
合
を
除
き
、法
第
32
条
違

反
と
な
り
６
か
月
以
下
の
懲
役

又
は
30
万
円
以
下
の
罰
金
と
な

り
ま
す
。

ま
た
36
協
定
で
定
め
た
時
間

数
に
か
か
わ
ら
ず
、時
間
外
労

働
と
休
日
労
働
の
合
計
時
間

が
月
100
時
間
以
上
と
な
っ
た
場

合
、時
間
外
労
働
と
休
日
労
働

の
合
計
時
間
に
つ
い
て
２
〜
６

か
月
の
平
均
の
い
ず
れ
か
が
80

時
間
を
超
え
た
場
合
に
は
、法

第
36
条
第
６
項
違
反
と
な
り
６

か
月
以
下
の
懲
役
又
は
30
万
円

以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

　
　

日
本
内
装
材
連
合
会
は

　

防
火
施
工
管
理
ラ
ベ
ル
と
ラ

　

ベ
ル
交
付
申
請
書
の
価
格
を

　

４
月
１
日（
月
）よ
り
下
記
の

　

通
り
改
定
い
た
し
ま
す
。

　
　

昨
今
の
原
材
料
の
高
騰

　

お
よ
び
諸
経
費
の
上
昇
に
よ

　

り
現
行
価
格
の
維
持
が
厳

　

し
い
こ
と
か
ら
価
格
の
改
定

　

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

何
卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

郵
便
に
つ
い
て

普
通
郵
便
は

　
　
　

往
復
に
一
週
間
以
上

　

令
和
３
年
10
月
に
郵
便
サ
ー

ビ
ス
の
一
部
変
更
に
よ
り
普
通

郵
便
物
の
土
曜
配
達
休
止
・
お

届
け
日
数
の
繰
り
下
げ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

普
通
郵
便
で
ラ
ベ
ル
申
請
を

さ
れ
た
場
合
、ご
依
頼
か
ら
お

手
元
に
ラ
ベ
ル
が
到
着
す
る
ま

で
１
週
間
以
上
か
か
り
ま
す
。

　

例
え
ば
木
曜
日
に
投
函
し
た

普
通
郵
便
は
、早
く
て
も
翌
週

月
曜
日
以
降
の
受
取
り
に
な
り

ま
す
。

　

普
通
郵
便
の
場
合
は
今
ま
で

以
上
に
早
め
早
め
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

お
急
ぎ
の
場
合
は
レ
タ
ー

パ
ッ
ク
や
速
達
、宅
急
便
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
が
便
利
！

　

個
別
番
号
が
あ
る
レ
タ
ー

パ
ッ
ク
プ
ラ
ス
、レ
タ
ー
パ
ッ

ク
ラ
イ
ト
は
土・日・休
日
の
配

《
防
火
施
工
管
理
ラ
ベ
ル
》

１
枚
に
つ
き
３５
円

　
　
　
　
（
消
費
税
抜
き
）

　
　
（
現
行
１
枚
に
つ
き
３０
円
）

《
ラ
ベ
ル
交
付
申
請
書
》

１
冊
に
つ
き
６５０
円

　
　
　
　
（
消
費
税
抜
き
）

　
　
（
現
行
１
冊
に
つ
き
５７３
円
）

《
改
定
日
》

２
０
２
４
年
４
月
１
日（
月
）

受
付
分
よ
り

達
が
あ
り
、ほ
と
ん
ど
が
翌
日

着
で
す
。

　

追
跡
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
で
郵

便
物
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ
か

る
の
で
便
利
で
す
。ま
た
ラ
ベ

ル
枚
数
に
よ
っ
て
は
速
達
料
金

よ
り
安
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

　

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
の
特
定
封
筒

は
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
す
。お
受
取

り
の
郵
便
受
け
が
Ａ
４
サ
イ
ズ

よ
り
小
さ
い
場
合
は
入
り
ま
せ

ん
の
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

普
通
郵
便
、速
達
郵
便
は
配

達
状
況
を
示
す
個
別
番
号
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
郵
便
物
を
追
跡

す
る
の
が
困
難
で
す
。郵
便
局

に
問
い
合
わ
せ
て
も
回
答
に
時

間
が
か
か
っ
た
り
、わ
か
ら
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

配
達
状
況
を
事
務
局
に
お
問

合
せ
い
た
だ
い
て
も
す
ぐ
に
は

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
切
手

　

切
手
で
ラ
ベ
ル
代
金
・
返
送

料
金
を
支
払
う
こ
と
が
可
能
で

す
が
、破
れ
た
切
手
や
一
部
が

欠
け
た
切
手
、使
用
済
み
切
手

の
送
付
は
お
断
り
し
ま
す
。

破
れ
た
切
手
は
ダ
メ
！

　

こ
の
よ
う
な
切
手
は
郵
便
局

で
受
け
取
っ
て
貰
え
ず
使
用
出

来
ま
せ
ん
の
で
代
金
と
し
て
受

付
で
き
ま
せ
ん
。

　

切
手
を
切
り
離
す
際
に
は
く

れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
い
た
だ
き
、

ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

■
現
金
を
郵
送
す
る
時

　

普
通
郵
便
で「
現
金
」を
送
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
!!

　

郵
便
法
第
17
条
で
禁
止
さ
れ

て
お
り
、普
通
郵
便
で「
現
金
」

を
送
る
こ
と
は
郵
便
法
違
反
と

な
り
ま
す
。

　

発
覚
し
た
場
合
、郵
便
局
か

ら
注
意
を
受
け
、呼
び
出
し
を

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。必

ず
郵
便
局
よ
り
現
金
書
留
で
ご

送
付
下
さ
い
。

　

ま
れ
に
普
通
郵
便
で
現
金
を

送
付
さ
れ
る
方
が
い
ま
す
が
、

か
な
り
の
確
率
で
封
筒
が
破
れ

て
お
り
現
金
が
紛
失
し
て
い
ま

す
。当
会
で
は
郵
便
物
や「
現

金
」の
紛
失
、盗
難
、発
送
遅
延

等
の
責
任
を
一
切
負
い
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　

現
金
は
現
金
書
留
で
！

○
郵
便
法（
昭
和
22
年
法
律
第

165
号
）

　

第
十
七
条（
現
金
及
び
貴
重

品
の
差
出
し
方
）　

現
金
又
は

郵
便
約
款
の
定
め
る
貴
金
属
、

宝
石
そ
の
他
の
貴
重
品
を
郵
便

物
と
し
て
差
し
出
す
と
き
は
、

書
留（
第
四
十
五
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）の

郵
便
物
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。■

本
年
秋
ご
ろ
に
郵
便

料
金
が
値
上
げ
の
様
子

現
行
の
84
円
、94
円
が
一
緒
に

な
り
110
円
に
、は
が
き
は
63
円
か

ら
85
円
に
な
る
様
子
で
す
。50
グ

ラ
ム
を
超
え
る
場
合
の
料
金
も

追
随
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、メ
ー
ル
普
及
の
影

響
、日
本
全
国
同
一
料
金
、郵
便

局
数
の
維
持
等
郵
政
事
業
の
赤

字
解
消
策
の
影
響
で
し
ょ
う
。

『
防
火
施
工
管
理
ラ
ベ
ル
』の
郵

便
に
よ
る
や
り
取
り
に
も
影
響

大
で
す
。

　

郵
便
料
金
改
定
が
決
定
次

第
、「
ラ
ベ
ル
代
金
早
見
表
」「
ラ

ベ
ル
郵
送
郵
便
料
金
表
」を
Ｈ

Ｐ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

＜1面＞
・建設業の時間外労働の上
限規制
・ラベル、申請書の価格改
定について
・郵便について
＜2面＞
・改正最低賃金の発効及び
業務改善助成金の制度拡充
＜3面＞
・建設事業主等に対する助
成金について
・65歳超雇用推進に対する
助成金について
＜4面＞
・各組合だより

主な記事内容 建
設
業
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

（
建
設
業
２
０
２
４
年
問
題
）　　
　

に
つ
い
て

「
防
火
施
工
管
理
ラ
ベ
ル
」　　

　
「
ラ
ベ
ル
交
付
申
請
書
」の　
　

　
　
　
　

価
格
改
定
に
つ
い
て

(1)　令和6年（2024）3月15日（金） 第76号防火壁装情報



に
、生
産
性
の
向
上
等
に
よ
り

事
業
場
内
最
低
賃
金
を
引
き
上

げ
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、中
小
企
業
に
対
す
る
支
援

策
と
し
て「
業
務
改
善
助
成
金
」

の
利
用
及
び
活
用
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
「
業
務
改
善
助
成
金
」は
設
備

投
資（
＊
1
）や
教
育
訓
練（
＊

2
）に
よ
っ
て
、生
産
性
を
向
上

　

地
域
別
最
低
賃
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、各
地
で
大
幅
に
引
上

げ
改
正
と
な
り
、労
使
双
方
よ

り
、中
小
企
業
に
対
す
る
各
種

支
援
策
の
一
層
の
利
用
及
び
活

用
を
促
進
す
る
こ
と
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
た
め
、厚
生
労
働
省
で

は
、最
低
賃
金
の
改
正
に
つ
い

て
の
周
知
を
徹
底
す
る
と
と
も

さ
せ
、か
つ
、事
業
場
内
で
最
も

低
い
賃
金
を
引
き
上
げ
た
中
小

企
業
に
支
援
を
行
う
も
の
で
、

物
価
上
昇
に
負
け
な
い
継
続
的

な
賃
上
げ
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
「
業
務
改
善
助
成
金
」は
各
種

支
援
策
の
中
で
も
助
成
率
が
高

く
、一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、

自
動
車
・
パ
ソ
コ
ン
・ス
マ
ホ
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、令
和
５
年
８
月
31
日

の
改
正
に
よ
り
、対
象
事
業
場

の
拡
大（
事
業
場
内
最
低
賃
金

と
地
域
別
最
低
賃
金
の
差
額
が

30
円
以
内
か
ら
50
円
以
内
に
拡

大
）等
が
変
更
と
な
り
、従
来
に

比
べ
て
制
度
が
拡
充
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

是
非「
業
務
改
善
助
成
金
」の

ご
活
用
を
ご
検
討
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

「
年
度
末
の
申
請
」や
令
和
６
年

度「
申
請
」に
つ
き
ま
し
て
は
下

記
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

（
＊
1
）　

P
O
S
レ
ジ
の
導

入
、福
祉
車
両
の
導
入
、受
注
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、電
動
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
導
入
、自
動
釣
銭

機
の
導
入
、食
器
洗
浄
機
の
導

入
、半
自
動
包
装
機
の
導
入
な

ど
も
助
成
対
象
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

（
＊
2
）　

労
働
者
が
特
定
の
業

務
に
従
事
す
る
上
で
必
須
の
資

格
の
取
得
費
用（
タ
ク
シ
ー
業

に
お
け
る
２
種
免
許
、建
設
業

に
お
け
る
各
種
重
機
の
運
転
資

格
、フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
運
転

資
格
の
取
得
費
用
）も
助
成
対

象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
業
務
改
善
助
成
金
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
電
話：0120-366-440

）

〇
申
請
先
は
、各
都
道
府
県
労

働
局
の
雇
用
環
境・均
等
部(

室)

と
な
り
ま
す
。

改
正
最
低
賃
金
の
発
効
及
び

　
　
　

業
務
改
善
助
成
金
の
制
度
拡
充
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詳
し
く
は

下
記
へ



等
に
対
す
る
助
成
金
の
う
ち
の

い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
に
つ
き
ま
し
て

は
左
記
の
お
問
い
合
わ
せ
先
一

覧
表
の
先
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

１
．ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
助
成
金

《
若
年・女
性
建
設
労
働
者

ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
》

35
歳
未
満
や
女
性
を
対
象

と
し
て
試
行
雇
用
を
行
っ
た
場

合
、１
人
あ
た
り
４
万
円
／
月

×

３
か
月（
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用

助
成
金
の
上
乗
せ
）

２
．人
材
確
保
等
支
援
助
成
金

《
若
年
者
及
び
女
性
に
魅
力
あ

る
職
場
づ
く
り
事
業
コ
ー
ス

（
建
設
分
野
）》

若
年
者
及
び
女
性
労
働
者

の
入
職
や
定
着
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
事
業
を
行
っ
た
場

合
、中
小
建
設
事
業
主
の
場
合
、

建
設
業
の
技
能
者
の
う
ち
、

60
歳
以
上
の
割
合
が
約
４
分
の

１
を
占
め
る
一
方
、29
歳
以
下

は
全
体
の
約
12
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

建
設
業
が
引
き
続
き「
地
域

の
守
り
手
」と
し
て
役
割
を
果

た
し
て
い
く
た
め
に
は
、将
来

の
建
設
業
を
支
え
る
担
い
手
の

確
保
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
若
者
や
女
性
の
建
設
業
へ

の
入
職
や
定
着
の
促
進
な
ど
に

重
点
を
置
き
つ
つ
、担
い
手
の

処
遇
改
善
、働
き
方
改
革
、生
産

性
向
上
を
一
体
と
し
て
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、中
長
期
的
に
人

材
確
保
・
育
成
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、国
は
令

和
６
年
度
予
算
概
算
要
求
に
お

い
て
所
要
の
措
置
を
講
じ
て
い

ま
す
。

令
和
５
年
度
の
建
設
事
業
主

対
象
経
費
の
３
／
５
。

３
．人
材
開
発
支
援
助
成
金

《
建
設
労
働
者
認
定
訓
練コ

ー
ス
》

・
認
定
職
業
訓
練
ま
た
は
指
導

員
訓
練
の
う
ち
、建
設
関
連
の

訓
練
を
実
施
し
た
場
合…

対
象

経
費
の
１
／
６
の
経
費
助
成

・
建
設
労
働
者
に
対
し
て
認
定

訓
練
を
受
講
さ
せ
た
場
合…

３
，８
０
０
円
／
人
日
の
賃
金

助
成

《
建
設
労
働
者
技
能
実
習コ

ー
ス
》

若
年
者
等
の
育
成
と
熟
練

技
能
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た

め
、キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
た
技
能

実
習
を
実
施
し
た
場
合
、・
中
小

建
設
事
業
主（
20
人
以
下
）…

経

費
助
成
３
／
４
、賃
金
助
成
８
，

５
５
０
円
／
人
日

・
中
小
建
設
事
業
主（
21
人
以

上
）…

経
費
助
成
７
／
10
、賃
金

助
成
７
，６
０
０
円
／
人
日

高
年
齢
者
が
意
欲
と
能
力

の
あ
る
限
り
年
齢
に
関
わ
り
な

く
働
く
こ
と
が
で
き
る
生
涯
現

役
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、65

歳
以
上
へ
の
定
年
引
上
げ
や
高

年
齢
者
の
雇
用
管
理
制
度
の
整

備
等
、高
年
齢
の
有
期
契
約
労

働
者
の
無
期
雇
用
へ
の
転
換
を

行
う
事
業
主
に
対
し
て
助
成
す

る
も
の
で
す
。

令
和
５
年
度
の
助
成
金
を
ご

紹
介
し
ま
す
。令
和
６
年
度
に

つ
き
ま
し
て
は
左
記
の
お
問
い

合
わ
せ
先
一
覧
表
の
先
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

《
65
歳
超
継
続
雇
用
促
進
コ
ー
ス
》

65
歳
以
上
へ
の
定
年
の
引
上

げ
、定
年
の
定
め
の
廃
止
、希
望
者

全
員
を
対
象
と
す
る
６６
歳
以
上
の

年
齢
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
の

導
入
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
実

施
し
た
事
業
主
に
対
し
助
成
。

①
65
歳
へ
の
定
年
の
引
上
げ…

15
〜
30
万
円

②
66
歳
〜
69
歳
へ
の
定
年
の
引

上
げ…

20
〜
105
万
円

③
70
歳
未
満
か
ら
70
歳
以
上
へ

の
定
年
の
引
上
げ…

30
〜
105
万
円

④
定
年（
70
歳
未
満
に
限
る
）の

定
め
の
廃
止…

40
〜
160
万
円

⑤
希
望
者
全
員
を
66
歳
〜
69
歳

の
年
齢
ま
で
継
続
雇
用
す
る
制

度
導
入…

15
〜
60
万
円

⑥
希
望
者
全
員
を
70
歳
未
満
か
ら

70
歳
以
上
の
年
齢
ま
で
継
続
雇
用

す
る
制
度
導
入…

30
〜
100
万
円

《
高
年
齢
者
評
価
制
度
等
雇
用

管
理
改
善
コ
ー
ス
》

高
年
齢
者
向
け
の
雇
用
管
理

制
度
の
整
備
等
に
係
る
措
置
を

実
施
し
た
事
業
主
に
対
し
て
一

部
経
費
の
助
成
を
行
う
。

・
中
小
企
業
事
業
主…

支
給
対

象
経
費
の
60
％

〈
対
象
と
な
る
措
置
〉

①
高
年
齢
者
の
職
業
能
力
を
評

価
す
る
仕
組
み
と
賃
金
・
人
事

処
遇
制
度
の
導
入
ま
た
は
改
善

②
高
年
齢
者
の
希
望
に
応
じ
た

短
時
間
勤
務
制
度
や
隔
日
勤
務

制
度
な
ど
の
導
入
ま
た
は
改
善

③
高
年
齢
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
在
宅
勤
務
制
度
の
導

入
ま
た
は
改
善

④
高
年
齢
者
が
意
欲
と
能
力

を
発
揮
し
て
働
け
る
た
め
に
必

要
な
知
識
を
付
与
す
る
た
め
の

研
修
制
度
の
導
入
又
は
改
善

⑤
専
門
職
制
度
な
ど
、高
年
齢

者
に
適
切
な
役
割
を
付
与
す
る

制
度
の
導
入
ま
た
は
改
善

⑥
法
定
外
の
健
康
管
理
制
度

（
胃
が
ん
検
診
等
や
生
活
習
慣

病
予
防
検
診
）の
導
入
等

《
高
年
齢
者
無
期
雇
用
転
換
コ
ー
ス
》

50
歳
以
上
か
つ
定
年
年
齢
未

満
の
有
期
契
約
労
働
者
を
無
期

雇
用
に
転
換
さ
せ
た
事
業
主
に

対
し
て
助
成
を
行
う
。

・
中
小
企
業…

対
象
労
働
者
一

人
に
つ
き
48
万
円

防火壁装情報(3)　令和6年（2024）3月15日（金） 第76号

建
設
事
業
主
等
に
対
す
る

助
成
金
に
つ
い
て

６５
歳
超
雇
用
推
進
に
対
す
る

助
成
金
に
つ
い
て
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●
防
火
壁
装
講
習
会

　

現
在
、7
月
開
催
分
ま
で
の

日
程
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

◆
更
新
の
方

　

更
新
期
限
対
象
の
皆
様
に
は

順
次
ご
案
内
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、ご
案
内
が
届
き
ま
し

た
ら
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

受
講
ご
希
望
の
方
は「
事
前

申
し
込
み
」と
更
新
費
用
の「
事

前
振
込
み
」を
お
願
い
し
ま
す
。

　

期
限
が
切
れ
る
と
講
習
会
を

受
講
す
る
ま
で
の
間
は
ラ
ベ
ル

の
発
行
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

受
講
後
の
資
格
期
限
は
受

講
日
で
は
な
く
、前
回
の
資
格

期
限
か
ら
３
年
間
と
な
り
ま

す
。

◆
資
格
有
効
期
限
が
間
近
で

ま
だ
ご
案
内
が
届
い
て
い
な
い

方
、早
め
に
受
講
ご
希
望
の
方

は
日
程
を
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、お
手
数
で
す
が
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。受
講
可

能
な
日
程
を
お
知
ら
せ
し
、申

込
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

講
習
会
日
程
は
随
時
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
し
ま
す
。

●
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

　

令
和
５
年
７
月
10
日
よ
り
事

務
所
を
移
転
し
ま
し
た
。

　

電
話
番
号
も
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
も

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

旧
番
号
に
お
か
け
に
な
っ
て

も
転
送
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

〈
東
京
組
合
〉

〒
104-

0061
東
京
都
中
央
区
銀
座

２-

1２-

５
銀
座
Ｎ
Ｆ
ビ
ル
５
階

TEL
０
３-

５
８
０
１-

５
８
２
５

FAX
０
３-

５
８
０
１-

５
８
２
６

　

以
前
の
ビ
ル
よ
り
徒
歩
約
10

分
で
昭
和
通
り
の
１
本
裏
の
通

り「
木
挽
町
仲
通
り
」に
あ
る
ビ

ル
で
す
。１
階
に
は
酒
屋
さ
ん

が
あ
り
ま
す
。

　

ご
来
所
の
際
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
５
階
で
降
り
る
と
正
面

に
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
が
あ
り
ま

す
の
で
会
社
名
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。対
応
い
た
し
ま
す
。

●
ラ
ベ
ル
申
請
に
つ
い
て

・窓
口

　

受
取
ご
希
望
日
の
前
日
ま
で
に

申
請
書
を
必
ず
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ

さ
い
。ま
た
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
後
、到
着

確
認
の
電
話
も
お
願
い
し
ま
す
。移

転
に
伴
い
Ｆ
Ａ
Ｘ
未
着
の
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
送
信
後
は
お
手
数

で
す
が
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

窓
口
に
直
接
持
参
さ
れ
て
も
そ

の
場
で
発
行
は
出
来
ま
せ
ん
。必
ず

事
前
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

窓
口
で
の
ラ
ベ
ル
受
取
は
、10

時
〜
16
時
で
す
。

・郵
便

　

代
金
と
申
請
書
②
枚
目
と
③

枚
目
が
届
い
て
か
ら
の
発
送
で

す
。郵
便
局
の
配
送
の
変
更
に
よ

り
郵
便
物
の
到
着
が
か
な
り
遅

く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
郵
便
物
受
取
当

日
の
全
て
の
ラ
ベ
ル
発
送
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。郵
便
物
受
取

当
日
の
返
送
は
速
達
希
望
の
郵

便
物
を
優
先
し
て
発
送
し
ま
す
。

　

普
通
郵
便
は
翌
日
〜
翌
々
営

業
日
ま
で
に
発
送
し
ま
す
。ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

お
急
ぎ
の
場
合
は
速
達
や
レ

タ
ー
パ
ッ
ク
・
宅
急
便
を
ご
利
用

下
さ
い
。今
ま
で
以
上
に
早
め
の

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

代
金
不
足
や
申
請
書
の
記
入

不
備
等
が
あ
っ
た
場
合
は
施
工
管

理
者
の
方
へ
ご
連
絡
し
、確
認
後

の
発
送
に
な
り
ま
す
。　

　

ご
連
絡
が
つ
か
な
い
と
保
留
と

な
り
、ラ
ベ
ル
発
行
が
出
来
ま
せ

ん
。記
入
漏
れ
や
代
金
不
足
の
な

い
よ
う
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
防
火
壁
装
講
習
会

・
令
和
６
年
度
は
青
森
、岩
手
、

宮
城
、秋
田
、山
形
、福
島
の
６

県
で
７‒

９
月
頃
に
開
催
予
定

で
す
。

　

更
新
の
方
へ
は
日
程
が
決
ま

り
次
第
郵
送
に
て
ご
案
内
し
ま

す
。

　

期
限
が
切
れ
る
と
講
習
会
を

受
講
す
る
ま
で
の
間
は
ラ
ベ
ル

の
発
行
は
出
来
ま
せ
ん
。受
講

後
の
資
格
期
限
は
受
講
日
で
は

な
く
、前
回
の
資
格
期
限
か
ら

３
年
間
と
な
り
ま
す
。

●
ラ
ベ
ル
申
請
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
８
月
よ
り
東
北
組

合
の
ラ
ベ
ル
交
付
業
務
と
講
習

会
に
関
す
る
業
務
を
東
京
組
合

に
移
管
し
ま
し
た
。　

　

ラ
ベ
ル
申
請
等
や
各
種
お
問

合
わ
せ・ご
連
絡
は
、東
京
組
合

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

ラ
ベ
ル
申
請
方
法
や
手
続
き

方
法
も
変
更
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

事
前
に「
申
請
書
①
枚
目
」と

「
交
付
連
絡
書
」を
東
京
組
合
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。申
請

書
の
内
容
と
送
金
額
の
確
認
後

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連

絡
し
ま
す
。

　

代
金
の
ご
送
金
と
申
請
書
②

＋
③
枚
目
原
本
を
東
京
組
合
ま

で
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。受
取
後

に
ラ
ベ
ル
を
発
送
し
ま
す
。

　

郵
便
局
の
サ
ー
ビ
ス
変
更
に

よ
り
郵
便
物
の
配
達
が
以
前
よ

り
か
な
り
時
間
が
か
か
り
ま

す
。

　

お
急
ぎ
の
場
合
は
速
達
や
レ

タ
ー
パ
ッ
ク
を
ご
利
用
下
さ

い
。

①「
申
請
書
①
枚
目
」＋「
交
付

　

連
絡
書
」を
東
京
組
合
に
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
↓
申
請
内
容
と
金
額
確
認

②
送
金
、「
申
請
書
原
本
②
＋
③

　

枚
目
」郵
送

③
東
京
組
合
が
受
取
↓
ラ
ベ
ル

　

発
送

●
ラ
ベ
ル
申
請
に
つ
い
て

　

前
日
ま
で
に
申
請
書
を
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
務
局
で
登
録
番
号
、認
定

番
号
を
確
認
し
作
成
致
し
ま
す
。

　

申
請
書
の
左
上
の
受
け
取
り

方
法
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

＊
窓
口
に
受
け
取
り
に
来
ら
れ

る
方
は
、申
請
書
②
＋
③
枚
目

と
代
金
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

　

窓
口
は
10
時
30
分
〜
15
時
45

分
迄
で
す
。

＊
郵
送
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ラ
ベ
ル
到
着
後
申
請
書
②
＋
③

枚
目
と
代
金（
代
金
を
記
入
し

て
ラ
ベ
ル
と
同
封
し
ま
す
）を
現

金
書
留
で
お
送
り
下
さ
い
。

　

外
出
、出
張
等
で
事
務
所
が

留
守
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
の
場
合
は
当
日
の
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
の
当
日
お
受
け
取
り
、郵

送
等
が
出
来
な
い
時
が
ご
ざ
い

ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下

さ
い
。余
裕
を
持
っ
て
申
請
を

し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

住
所
変
更
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
必
ず
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者

登
録
番
号
：
Ｔ
７
１
２
０
０
０

５
０
０
６
６
４
３

（
登
録
年
月
日：令
和
５
年
10
月
１
日
）

 

●
郵
送
で
の
ラ
ベ
ル
交
付
申

請
は「
防
火
ラ
ベ
ル
先
行
交
付
」

の
ご
利
用
が
安
く
て
、早
い
！

　

一
昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た

郵
便
物
の
お
届
け
日
数
の
繰
り

下
げ（
通
常
郵
便
物
は
中
１
〜

２
日
の
日
数
が
か
か
り
、土
曜

日
の
配
達
は
廃
止
）と
本
年
度

よ
り
当
地
区
の
配
達
時
間
帯
が

変
更
に
な
っ
た
影
響
で
ラ
ベ
ル

の
お
届
け
が
以
前
よ
り
２
〜
４

日
程
度
遅
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。

 ‶

先
行
交
付
連
絡
書“

と‶

ラ
ベ

ル
交
付
申
請
者‶

を
セ
ッ
ト
で

当
日
16
時
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
受
信

し
た
も
の
は
そ
の
日
に
ラ
ベ
ル

だ
け
先
行
し
て
ご
指
定
宛
先
に

発
送
し
ま
す
。

　

速
達
、レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
の

発
送
指
示
で
あ
れ
ば
翌
日（
土

日
・
祝
祭
日
で
も
）に
は
原
則
的

に
配
達
さ
れ
ま
す
。

●
防
火
ラ
ベ
ル
先
行
交
付
時
の

郵
便
払
込
に
つ
い
て

「
防
火
ラ
ベ
ル
先
行
交
付
」シ
ス

テ
ム
の
開
始
時
よ
り
、送
金
手

数
料
が
一
番
安
価
な『
郵
便
振

替
払
込
』を
お
勧
め
し
て
お
り

ま
し
た
が
、昨
今
で
は
普
及
が

進
ん
で
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
の
方
が
利
用
手
数

料
が
安
価
、又
は
ご
契
約
に

よ
っ
て
は
無
償
で
の
送
金
が
可

能
で
す
。

　

ゆ
う
ち
ょ
外
の
金
融
機
関
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

を
ご
利
用
の
方
は
、ご
案
内
し

て
お
り
ま
す
郵
便
振
替
口
座
番

号
等
を
左
記
の
情
報
に
読
み
替

え
て
い
た
だ
き
、振
込
操
作
を

さ
れ
れ
ば
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
せ

ま
す
。

■
東
京
組
合

■
東
北
組
合

■
京
都
組
合

■
大
阪
組
合

都営浅草線　東銀座駅より徒歩3分
東京メトロ日比谷線　 東銀座駅より駅徒歩5分
東京メトロ有楽町線 　銀座一丁目駅(11番出口)より徒歩4分
　　　〃　　　　　　新富町駅(1番出口)より徒歩4分

組
合
だ
よ
り

防火壁装情報第76号 令和6年（2024）3月15日（金）　(4)

地区

大阪１

兵庫

南大阪

大阪２

香川

徳島

山口

北九州

福岡

鹿児島

大阪３

大阪４

大阪５

京都

大阪６

講　習　日

2024年
4/16（火）

5/15(水）

5/16（木）

6/4（火）

6/20（木）

6/21（金）

7/未定

7/未定

7/未定

7/未定

8/2（金）

10/22（火）

12/17（火）

2025年
1/未定

2/未定

　 講　習　会　場

エル・おおさか

兵庫県民会館

サンスクエアー堺

エル・おおさか

サンポートホール高松

あわぎんホール
（徳島県郷土文化会館）

KDDI　維新ホール

第一小倉商工会館

エイムアテイン博多駅前会議室

天文館ビジョンホール

エル・おおさか

エル・おおさか

エル・おおさか

京都テルサ

エル・おおさか

講　習　室

本館6階/大会議室

3階 303会議室

A棟 2階 第1会議室

本館6階/大会議室

5階 54会議室

4階 会議室2

2階 会議室204A

3階 会議室A

5階 5D

5階 Bﾎｰﾙ

本館6階/大会議室

本館6階/大会議室

本館6階/大会議室

未定

本館6階/大会議室

　　　　　　　アクセス

大阪メトロ谷町線⁄京阪本線 天満橋駅
大阪メトロ堺筋線⁄京阪本線 北浜駅

JR・阪神 元町駅⁄地下鉄 県庁前駅

JR阪和線 堺市駅

大阪メトロ谷町線⁄京阪本線 天満橋駅
大阪メトロ堺筋線⁄京阪本線 北浜駅

JR 高松駅⁄ことでん 高松築港駅

JR 徳島駅

JR 新山口駅

JR 小倉駅 徒歩 ﾓﾉﾚｰﾙ 平和通駅

JR 博多駅

鹿児島市電 天文館通駅

大阪メトロ谷町線⁄京阪本線 天満橋駅
大阪メトロ堺筋線⁄京阪本線 北浜駅
大阪メトロ谷町線⁄京阪本線 天満橋駅
大阪メトロ堺筋線⁄京阪本線 北浜駅
大阪メトロ谷町線⁄京阪本線 天満橋駅
大阪メトロ堺筋線⁄京阪本線 北浜駅
地下鉄烏丸線 九条駅 市バス 九条車庫
JＲ 京都駅 八条西口 徒歩
大阪メトロ谷町線⁄京阪本線 天満橋駅
大阪メトロ堺筋線⁄京阪本線 北浜駅

２０２４年度　防火壁装講習会　開催予定日程 決定変更の場合は、
HPでお知らせします。

〈ゆうちょ銀行以外から振込を
する場合の読み替え〉
銀行名：ゆうちょ銀行
店名：〇九九店

　（ゼロキュウキュウ店）
預金種目：当座

口座番号：０２３３５６１

ラ
ベ
ル
の
申
請
は

余
裕
を
持
っ
て

お
早
め
に
！




